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 １月４日から市役所に，総合窓口が開設さ
れました。総合窓口にも新たにテレビモニ
ターが設置され，議会開催時には議場での審
議の様子が放映されます。モニター画面で議
場を観覧できる場所は１階ロビー，１階総合
窓口，５階議会傍聴受付前の３箇所となりま
した。
　モニター画面での観覧は，手続きなしでど
なたでもご覧になれますので，どうぞお気軽
にお立ちよりください。

おもな内容

発行第７号　平成１９年２月１８日

●定例会の報告…………………………… 2頁

●市長主要施策等報告・議案の内容…… 3頁

●一般質問………………………………… 5頁

●各常任委員会審査経過…………………12 頁

●委員会が先進地視察調査を実施………14 頁

●市議会のうごき…………………………16 頁



（2）平成１９年２月１８日発行　かみす市議会だより 第７号

平成１８年神栖市議会・第４回定例会
　神栖市議会は，平成１８年第４回定例会を１２月１３日から２１日までの会期９日間の日程

で開き，条例に関するもの２件，予算に関するもの４件，宣言に関するもの１件，人事に関

するもの１件，協議に関するもの１件，規約に関するもの１件，議員発議の決議案２件の計

１２件の審議を行いました。慎重なる審議を行い , いずれも原案のとおり可決されました。

議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第１号 飲酒運転根絶に関する宣言 原案可決

議案第２号 神栖市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意

議案第３号 神栖市男女共同参画推進条例 原案可決

議案第４号 神栖市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第５号 平成 18年度神栖市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第６号 平成 18年度神栖市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議案第７号 平成 18年度神栖市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議案第８号 茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協議について 原案可決

議案第９号 鹿行広域事務組合規約の変更について 原案可決

議案第10号 平成 18 年度神栖市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

決議案第１号 議長辞職勧告決議案 原案可決

決議案第２号 副議長辞職勧告決議案 原案可決

議案等議決結果一覧

　

午
前
十
一
時
三
十
五
分
開
会

　

午
後
零
時
三
十
九
分
閉
会

　

十
六
人
中
十
六
人
出
席

○
十
二
月
十
九
日
（
火
）
休
会

　

総
務
企
画
委
員
会

　

（
委
員
会
付
託
議
案
審
査
等
）

　

午
前
十
時
開
会

　

午
後
零
時
五
分
閉
会

　

十
二
人
中
十
一
人
出
席

　

健
康
福
祉
委
員
会

　

（
委
員
会
付
託
議
案
審
査
等
）

　

午
後
三
時
二
分
開
会

　

午
後
四
時
二
十
三
分
閉
会

　

十
三
人
中
十
三
人
出
席

　

教
育
環
境
委
員
会

　

（
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
）

　

午
後
三
時
開
会

　

午
後
四
時
三
十
六
分
閉
会

　

十
人
中
十
人
出
席

　

都
市
産
業
委
員
会

　

（
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
）

　

午
後
三
時
開
会

　

午
後
四
時
三
十
六
分
閉
会

　

十
二
人
中
十
一
人
出
席

○
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

　

議
会
運
営
委
員
会

　

（
追
加
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
）

　

午
後
一
時
三
十
八
分
開
会

　

午
後
一
時
四
十
三
分
閉
会

　

十
三
人
中
十
三
人
出
席

　

本
会
議

　

（
議
案
質
疑
・
討
論
・
委
員
長

報
告
・
採
決
・
閉
会
）

　

午
後
一
時
五
十
九
分
開
議

　

午
後
二
時
四
十
二
分
散
会

　

四
十
八
人
中
四
十
八
人
出
席

○
十
二
月
四
日
（
月
）

　

議
会
運
営
委
員
会

　

（
第
四
回
定
例
会
の
日
程
案
等
）

　

午
前
九
時
三
十
分
開
会

　

午
前
十
時
閉
会

　

十
三
人
中
十
三
人
出
席

○
十
二
月
十
三
日
（
水
）
本
会
議

　

（
開
会
・
※
市
長
主
要
施
策
等

報
告
・
市
長
提
案
理
由
説
明
）

　

午
前
十
時
五
分
開
会
宣
告

　

午
前
十
時
二
十
一
分
散
会

　

四
十
八
人
中
四
十
八
人
出
席

○
十
二
月
十
四
日
（
木
）
本
会
議

　

（
一
般
質
問
）

　

午
前
十
時
開
議
宣
告

　

午
後
二
時
三
十
四
分
散
会

　

四
十
八
人
中
四
十
六
人
出
席

○
十
二
月
十
五
日
（
金
）
本
会
議

　

（
一
般
質
問
）

　

午
前
十
時
一
分
開
議
宣
告

　

午
後
三
時
三
十
七
分
散
会

　

四
十
八
人
中
四
十
四
人
出
席

○
十
二
月
十
八
日
（
月
）
本
会
議

　

（
議
案
質
疑
・
討
論
・
採
決
・

委
員
会
付
託
）

　

午
前
十
時
開
議
宣
告

　

午
前
十
一
時
二
十
六
分
散
会

　

四
十
八
人
中
四
十
八
人
出
席

　

土
研
跡
地
土
地
利
用
推
進
検
討

　

特
別
委
員
会

　

（
土
研
跡
地
土
地
利
用
に
つ
い

て
等
）

会
議
の
経
過



（3）平成１９年２月１８日発行　かみす市議会だより 第７号

議
案
第
一
号　

飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
宣
言

　

全
国
的
に
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生
し
て

い
る
中
で
、
市
を
あ
げ
て
飲
酒

運
転
の
根
絶
運
動
を
展
開
し
、

平
和
で
明
る
い
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
改

め
て
「
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す

る
宣
言
」
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
二
号　

神
栖
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

池
田
重
男
委
員
の
任
期
が
平

成
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

人
格
が
高
潔
で
、
固
定
資
産
の

評
価
に
識
見
の
高
い
石
津
茂
氏

を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
三
号　

神
栖
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
施
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
条
例
で
定
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
四
号　

神
栖
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

茨
城
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
の

免
除
対
象
に
「
広
告
旗
」
を
加

え
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

議
案
第
五
号　

平
成
十
八
年

度
神
栖
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
千

三
百
七
十
二
万
四
千
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
を

三
百
十
三
億
九
千
九
百
三
十
九

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議

案

内

容

　（
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
に
つ
い
て
）

　

市
民
協
働
の
た
め
の
「
基
本

方
針
」
や
「
協
働
推
進
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
目

線
か
ら
協
議
・
検
討
す
る
神
栖

市
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
を
組
織
し
ま
し
た
。

（
市
道
１―

９
号
線
一
部
通
行

止
め
に
至
る
経
緯
及
び
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
）

　

残
念
な
が
ら
今
日
ま
で
地
権

者
と
の
同
意
が
得
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
く
解
決

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

（
神
栖
市
へ
の
警
察
署
誘
致
に

つ
い
て
）

　

十
月
二
十
七
日
に
「
神
栖
市

に
警
察
署
を
誘
致
す
る
会
」
を

設
立
し
十
一
月
二
十
三
日
に
総

決
起
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

（
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て
）

　

本
郷
地
区
の
活
性
化
を
図
る

た
め
集
落
道
及
び
排
水
路
の
整

備
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
地

権
者
と
協
議
・
調
整
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
度
、
用
地
買
収
及

び
墓
地
の
移
転
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
着
工
の
運
び
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
平
成
二
十
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
低
気
圧
通
過
に
よ
る
荒
天
に

よ
り
座
礁
し
た
貨
物
船
三
隻
に

つ
い
て
）

　

十
月
六
日
、
日
川
浜
沖
で
座

礁
し
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
テ
ッ

プ
号
は
残
念
な
が
ら
八
名
が
死

亡
、
二
名
が
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
海
域

を
漁
場
と
す
る
漁
業
経
営
者
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
、
茨
城
県

と
共
に
経
営
対
策
資
金
利
子
助

成
金
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
四
日
に
座

礁
し
た
大
型
貨
物
船
二
隻
に
つ

き
ま
し
て
は
乗
組
員
全
員
が
救

助
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
市
長
主
要
施
策
等
報
告



（4）平成１９年２月１８日発行　かみす市議会だより 第７号

議
案
第
六
号　

平
成
十
八
年
度

神
栖
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
二

百
七
十
万
一
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
規
模
を
八
十
六

億
三
千
五
万
九
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
七
号　

平
成
十
八
年

度
神
栖
市
介
護
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
十
三

万
一
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
予
算
規
模
を
二
十
七
億
八
千

九
百
三
十
一
万
六
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
八
号　

茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
設
置
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

　

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
茨
城
県
内
の
全
市
町
村
が

加
入
す
る
「
茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
二
八
四
条
三
項
及

び
第
二
九
一
条
の
十
一
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
九
号　

鹿
行
広
域
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
当
該
組
合
の
収
入
役
及

び
吏
員
の
見
直
し
を
行
い
、
並

び
に
共
同
処
理
す
る
事
務
を
新

た
に
加
え
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
号　

平
成
十
八
年

度
神
栖
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
）

　

日
川
浜
沖
貨
物
船
座
礁
事
故

に
よ
り
、
そ
の
海
域
の
操
業
自

粛
が
長
期
化
す
る
こ
と
か
ら
沿

岸
漁
業
者
に
対
し
、
経
営
安
定

の
た
め
の
資
金
の
借
り
入
れ
が

必
要
な
際
に
、
速
や
か
に
利
子

補
給
の
支
援
措
置
が
で
き
る
よ

う
に
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を

行
う
も
の
で
す
。

今定例会において２件の議員提案が可決今定例会において２件の議員提案が可決

決議案第２号　副議長辞職勧告決議案

　地方自治法第１０３条２項により議長及

び副議長の任期は，議員の任期によること

になっているが，平成１４年３月８日の議

員協議会において正・副議長の任期を２年

とする申し合わせに十分理解したうえで

同意したにもかかわらず，副議長の職を続

けていることに対し辞職勧告決議するも

のです。

　また，副議長は本来議会において中立の

立場であるが，一部の議員を市長派と記載

して政治的な偏りをみせている，かみすか

わら版発行者の政志会に名を連ねている

ことは副議長という立場を自ら放棄した

ものと考えるものです。

決議案第１号　議長辞職勧告決議案

　地方自治法第１０３条２項により議長及

び副議長の任期は，議員の任期によること

になっているが，平成１４年３月８日の議

員協議会において正・副議長の任期を２年

とする申し合わせに十分理解したうえで

同意したにもかかわらず，議長の職を続け

ていることに対し辞職勧告決議するもの

です。

　また，議長は本来議会において中立の立

場であるが，一部の議員を市長派と記載し

て政治的な偏りをみせているかみすかわ

ら版発行者の政志会に名を連ねているこ

とは議長という立場を自ら放棄したもの

と考えるものです。



一

般

質

問

（5）平成１９年２月１８日発行　かみす市議会だより 第７号

改
修
に
三
十
億
円
、
土
合
地
内

の
下
水
道
改
修
に
二
十
一
億
円
、

鹿
島
南
部
土
地
改
良
関
連
事
業

分
の
負
担
が
約
八
億
円
、
そ
れ

か
ら
砂
丘
荘
、
塵
芥
処
理
場
、

終
末
処
理
場
、
波
崎
公
民
館
、

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

木
造
の
市
営
住
宅
な
ど
の
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
解
体
に
約
八

億
円
、
さ
ら
に
柳
川
土
地
区
画

整
理
事
業
に
係
る
損
失
補
償
、

排
水
路
の
整
備
、
学
校
、
保
育

所
の
補
修
、
建
て
替
え
な
ど
で
、

波
崎
地
域
で
の
課
題
を
整
理
す

る
と
、
お
お
む
ね
百
数
十
億
円

に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

  

公
設
を
断
念
し
て
民
間
に

委
ね
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
利
用
者
に
何
か
特

別
な
支
障
が
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　

県
内
に
お

け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
運
営
状
況
を
見
て
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
民
設
民
営
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
特
別
に
問
題

と
な
る
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
せ

ん
。
悪
影
響
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

 

平
成
十
八
年
四
月
に
行
政
組

織
の
大
幅
な
改
革
が
あ
っ
た
が
、

改
革
を
し
た
成
果
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

（
市
長
）　

各
種
の
行
政
計
画
策

定
や
審
議
会
へ
の
市
民
参
加
が

大
い
に
促
進
さ
れ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
ほ
か
、
市
民
の

利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る
政
策

等
も
実
施
に
移
す
ま
で
の
期
間

が
急
速
に
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
十
二
月
十
四
日
と
十

五
日
に
行
わ
れ
、
八
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
は
じ

め
関
係
部
課
長
等
に
見
解
を
問
い
ま
し
た
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ

て
は
一
問
一
答
形
式
で
編
集
し
、
要
旨
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

  

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
今

後
そ
の
組
織
に
つ
い
て
改
革
を

す
る
考
え
が
あ
る
か
を
伺
い
た

い
。

（
教
育
長
）  
現
在
、
教
育
委
員

会
事
務
局
は
五
課
一
事
務
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
市

民
の
教
育
行
政
へ
の
求
め
に
応

じ
ら
れ
る
組
織
の
整
備
、
再
編

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

入
札
制
度
改
革
推
進
委
員

会
の
提
言
の
中
で
、
今
年
度
以

降
も
去
年
と
同
様
一
千
万
円
以

上
を
一
般
競
争
入
札
で
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
が

出
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

そ
の
提
言
ど
お
り
一
般
競
争
入

札
で
行
う
考
え
で
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

（
市
長
）　

一
般
競
争
入
札
の
来

年
度
以
降
の
継
続
に
つ
き
ま
し

て
は
、
入
札
制
度
改
革
推
進
委

員
会
の
提
言
ど
お
り
、
現
在
試

行
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
一

般
競
争
入
札
を
基
本
に
関
係
諸

規
定
を
整
備
し
、
来
年
度
か
ら

本
格
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

  

落
札
率
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
多
額
の
入
札
差
金
が
生

じ
て
い
る
が
、
そ
の
使
途
を
一

定
割
合
で
も
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
そ
の
使
い
道
を

決
め
て
い
く
と
い
う
方
法
が
と

れ
な
い
も
の
か
。

（
市
長
）　

一
般
競
争
入
札
の
差

金
に
つ
い
て
は
、
目
的
基
金
の

設
置
の
検
討
と
あ
わ
せ
、
当
該

差
金
の
一
部
に
つ
い
て
公
募
に

よ
る
市
民
提
案
型
の
事
業
に
充

当
す
る
こ
と
の
検
討
も
担
当
に

指
示
し
ま
し
た
。
そ
の
他
指
名

競
争
入
札
の
差
金
に
つ
い
て
は
、

予
算
執
行
の
状
況
を
見
な
が
ら

補
正
予
算
等
で
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

  

現
在
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
る
シ
ー
サ
イ
ド
道
路
の
問
題

に
つ
い
て
は
今
後
の
解
決
の
見

通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

（
都
市
整
備
部
長
）　

現
在
は
、

迂
回
路
の
整
備
を
初
め
、
解
決

に
向
け
関
係
機
関
、
関
係
者
と

協
議
を
し
て
い
ま
す
が
、
明
確

な
解
決
時
期
を
明
示
で
き
る
状

況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
道
路
は
市
民
生
活
上
、
重
要

な
道
路
で
す
の
で
、
一
日
も
早

く
解
決
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

公
設
で
つ
く
る
こ
と
を
断
念
し

た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
新
た

な
財
政
需
要
と
い
う
こ
と
を
答

弁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
総
額

で
ど
の
く
ら
い
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

（
企
画
部
長
）　

太
田
地
区
か
ら

波
崎
東
部
の
上
水
道
送
水
管
の

入

札

制

度

改

革

シ
ー
サ
イ
ド
道
路
問
題

伊 藤　大 議員

改

革

の

検

証

福

祉

行

政
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学
習
指
導
要
領
が
い
じ
め

問
題
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

（
教
育
長
）　

学
校
五
日
制
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
指
導
時
間
数

が
減
っ
た
り
、
総
合
的
な
学
習

の
導
入
な
ど
に
よ
り
学
校
現
場

が
以
前
よ
り
多
忙
に
な
っ
た
こ

と
、
あ
る
い
は
、
教
員
が
児
童

生
徒
と
接
す
る
時
間
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
を
教
員
や
関
係
者

の
多
く
が
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

  

07
年
度
か
ら
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
例
え
ば
、

小
麦
を
売
っ
た
場
合
、
認
定
農

家
と
認
定
農
家
で
な
い
農
家
と

で
、
ど
う
い
う
差
が
出
る
の
か

伺
い
た
い
。

（
産
業
経
済
部
長
）  

認
定
農
業

者
、
非
認
定
農
業
者
と
も
価
格

の
設
定
は
一
様
で
す
。
そ
れ
で
、

JA
し
お
さ
い
農
業
協
同
組
合
に

よ
り
ま
す
と
、
品
質
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
一
等
で
キ
ロ
当

た
り
百
十
円
、
二
等
で
キ
ロ
当

た
り
八
十
三
円
で
す
。

  

広
報
か
み
す
十
二
月
一
日

号
の
工
事
名
十
八
国
補
波（
水
）

配
第
三
号
工
事
は
落
札
率
六
十

七
・
六
％
、
こ
れ
を
見
る
と
、

本
来
の
適
正
価
格
で
あ
る
予
定

価
格
は
何
だ
っ
た
の
か
と
疑
問

で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
企
業
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
へ
の
影
響

が
大
変
心
配
さ
れ
る
。
施
工
体

系
な
ど
詳
し
く
お
答
え
頂
き
た

い
。

（
総
務
部
長
）　

こ
の
工
事
に
つ

い
て
は
、
低
価
格
入
札
に
該
当

し
た
の
で
、
工
事
履
行
の
可
否

を
判
断
す
る
た
め
、
工
事
費
内

訳
書
及
び
資
料
等
の
提
出
を
求

め
、
資
材
単
価
、
労
務
単
価
、

下
請
代
金
の
設
定
が
適
切
な
も

の
で
あ
る
か
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
下
請
で
行
う

の
は
舗
装
工
の
み
で
あ
り
、
土

工
、
配
管
工
等
に
つ
い
て
は
自

社
施
工
で
行
い
、
施
工
に
係
る

機
械
器
具
に
つ
い
て
も
自
社
保

有
で
あ
り
、
ま
た
労
務
賃
金
に

つ
い
て
も
茨
城
県
の
最
低
賃
金

以
上
の
額
を
計
上
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
切
な
履
行
の
確
保

が
で
き
る
も
の
と
判
断
し
、
落

札
者
と
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

  
違
法
建
築
の
場
合
、
注
文

主
は
ど
の
よ
う
な
不
利
益
を
こ

う
む
る
の
か
。
市
に
対
し
て
ど

う
い
う
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
伺

い
た
い
。

（
都
市
整
備
部
長
）  
建
築
物
等

を
違
法
で
建
て
た
場
合
、
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認

書
等
公
的
な
書
類
が
不
備
な
た

め
、
金
融
公
庫
な
ど
公
的
機
関

の
融
資
や
助
成
制
度
は
受
け
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
一
の
場
所
に
新

た
に
建
築
す
る
場
合
、
再
建
築

す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
実

際
、
違
法
建
築
等
が
な
さ
れ
る

と
、
住
環
境
等
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
上
水
道
や
下
水
道
、
道
路

等
の
要
望
が
当
然
生
じ
て
く
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
将
来
の
計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

  

違
法
建
築
を
し
た
業
者
に

は
改
め
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
、

指
導
し
て
改
ま
ら
な
け
れ
ば
、

公
共
工
事
か
ら
は
遠
慮
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）　

公
共
工
事
に
参

入
し
て
い
る
建
設
業
者
の
中
で

明
確
な
法
令
違
反
等
が
あ
れ
ば
、

庁
内
に
設
置
し
て
あ
る
入
札
参

加
資
格
審
査
会
に
お
い
て
慎
重

に
審
査
の
上
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
工
事
と
勤
労
者

関口 正司 議員

教

育

に

つ

い

て

農

業

に

つ

い

て

  

生
活
保
護
法
に
基
づ
い
て

申
請
事
務
が
さ
れ
て
い
る
か
。

特
に
申
請
者
の
意
向
が
尊
重
さ

れ
て
い
る
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　

電
話
な
ど

に
よ
る
相
談
あ
る
い
は
直
接
相

談
窓
口
で
対
応
す
る
な
ど
、
ご

本
人
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
な

が
ら
、
専
門
知
識
を
持
つ
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
、

保
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
々

の
個
々
の
実
情
に
合
わ
せ
た
相

談
受
付
、
申
請
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

生活保護申請窓口

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

生

活

保

護

法

と

申

請

状

況  　
　



（7）平成１９年２月１８日発行　かみす市議会だより 第７号

  

市
が
補
助
金
を
出
し
て
い

る
祭
り
、
花
火
大
会
に
つ
い
て

補
助
金
額
等
に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）　

本
年
度
の
実
績
で
は
、

波
崎
き
ら
っ
せ
ま
つ
り
に
六
百

万
円
、
神
栖
納
涼
花
火
大
会
に

五
百
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
観
光
行
事
助
成
金
と

し
て
、
知
手
地
区
の
七
夕
ま
つ

り
と
大
野
原
地
区
の
港
ま
つ
り

に
各
百
五
十
万
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

平
成
十
九
年
度
に
税
源
移

譲
に
よ
り
市
税
は
増
加
す
る
と

思
う
が
、
ど
の
く
ら
い
を
見
越

し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）　

税
源
移
譲
に
よ

る
当
市
の
平
成
十
九
年
度
個
人

市
民
税
と
し
て
は
約
十
二
億
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

  

納
税
者
に
と
っ
て
、
い
つ

か
ら
所
得
税
と
住
民
税
の
負
担

額
が
変
わ
る
の
か
伺
う
。

（
総
務
部
長
）　

実
際
に
住
民
税

と
所
得
税
の
負
担
額
が
変
わ
る

の
は
、
ま
ず
、
給
与
所
得
者
の

場
合
で
は
、
平
成
十
九
年
一
月

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税

が
減
額
と
な
る
一
方
、
平
成
十

九
年
六
月
か
ら
徴
収
さ
れ
る
住

民
税
は
増
額
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
年
金
受
給
者
の
場
合
は
、

平
成
十
九
年
二
月
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
る
所
得
税
が
減
額
と
な

る
一
方
、
平
成
十
九
年
六
月
か

ら
納
付
す
る
住
民
税
は
増
額
と

な
り
ま
す
。

  

警
察
署
設
置
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
か
。

（
市
長
）　

去
る
十
月
二
十
七

日
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
誘
致

運
動
を
展
開
す
べ
く
神
栖
市
に

警
察
署
を
誘
致
す
る
会
を
設
立

し
、
同
日
、
第
一
回
の
実
行
委

員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
三
日
に
は

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
神
栖
市
に
警
察

署
を
誘
致
す
る
神
栖
市
民
総
決

起
大
会
を
開
催
し
現
在
、
全
市

を
挙
げ
て
署
名
活
動
を
展
開
中

で
あ
り
、
今
後
は
こ
の
取
り
ま

と
め
を
持
っ
て
、
関
係
機
関
に

対
し
強
力
に
陳
情
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成

十
八
年
度
の
各
年
度
の
四
月
か

ら
十
月
ま
で
の
、
旧
神
栖
町
と

旧
波
崎
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定

価
格
と
落
札
率
に
つ
い
て

（
総
務
部
長
）　

旧
神
栖
町
と
旧

波
崎
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定
価

格
と
落
札
価
格
の
合
計
及
び
落

札
率
は
平
成
十
六
年
度
、
旧
神

栖
町
は
予
定
価
格
二
十
一
億
五

千
三
百
万
円
に
対
し
落
札
価
格

二
十
億
六
千
三
百
八
十
六
万
円

で
、
落
札
率
は
九
十
五
・
八
十

六
％
で
す
。
旧
波
崎
町
は
予
定

価
格
四
億
九
千
四
百
六
十
三
万

円
に
対
し
落
札
価
格
四
億
八
千

五
百
十
五
万
円
で
、
落
札
率
は

九
十
八
・
〇
八
％
で
す
。
平
成

十
七
年
度
は
、
旧
神
栖
町
で
予

定
価
格
十
八
億
九
千
八
十
三
万

円
に
対
し
落
札
価
格
十
八
億
二

千
五
百
四
十
四
万
円
で
、
落
札

率
は
九
十
六
・
五
十
四
％
。
旧

波
崎
町
が
予
定
価
格
四
億
四
千

百
三
十
四
万
円
に
対
し
落
札
価

格
四
億
二
千
百
六
十
二
万
円
で
、

落
札
率
は
九
十
五
・
五
三
％
で

す
。
平
成
十
八
年
度
は
、
神
栖

市
と
し
て
は
、
予
定
価
格
九
億

五
千
百
八
十
八
万
円
に
対
し
落

札
価
格
六
億
八
千
九
百
五
十
五

万
円
で
、
落
札
率
は
七
十
二
・

四
四
％
で
す
。

  

広
報
紙
な
ど
で
一
般
競
争

入
札
の
状
況
を
み
る
と
、
か
な

り
落
札
率
が
低
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
下
値
を
設
け
て

工
事
品
質
の
低
下
や
下
請
け
業

者
、
資
材
業
者
へ
の
し
わ
よ
せ

を
未
然
に
防
い
で
は
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）　

最
低
制
限
価
格

の
設
定
は
最
低
制
限
価
格
を
下

回
る
入
札
者
を
自
動
的
に
排
除

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は

契
約
の
内
容
に
適
合
し
た
履
行

を
確
保
す
る
た
め
の
一
つ
の
方

法
で
す
が
、
一
方
、
最
低
制
限

価
格
を
下
回
っ
て
い
て
も
契
約

の
内
容
に
適
合
し
た
履
行
を
確

保
で
き
る
業
者
も
排
除
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市

で
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
六
十
七
条
の
十
第
二
項
の
規

定
や
、
入
札
制
度
改
革
推
進
委

一
千
万
円
以
上
の

入
札
に
つ
い
て　

小川 五十六 議員

ま

つ

り

等

へ

の

財

政

支

援　
　

池田 夫二 議員

警

察

署

設

置

員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
と
め
、

契
約
の
内
容
に
適
合
し
た
履
行

を
確
保
す
る
た
め
、
特
に
必
要

と
認
め
る
場
合
に
限
り
最
低
制

限
価
格
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

税

源

移

譲
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月
に
一
度
、
教
頭
会
・
校

長
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
学
校
と
教
育
委
員
会
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま

く
と
れ
て
い
る
の
か
。

（
教
育
長
）　

校
長
・
教
頭
研
修

会
や
教
務
主
任
研
修
会
な
ど
の

研
修
会
に
、
私
や
指
導
課
長
、

指
導
主
事
が
出
席
し
、
要
望
を

聞
い
た
り
、
内
容
や
必
要
に
応

じ
て
指
示
あ
る
い
は
指
導
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

学
校
現
場
の
要
望
や
意
見
を
十

分
に
汲
み
取
り
ま
し
て
、
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

佐藤 節子 議員

う
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
円

滑
な
対
人
関
係
を
営
む
た
め
の

社
会
性
を
育
て
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

演
習
を
通
し
て
人
間
関
係
を
築

く
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
実
践
し
て
い
る

学
年
、
学
級
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
も
指
導
主
事
の
学
校
訪
問

や
研
修
会
を
通
し
ま
し
て
、
こ

れ
ら
の
実
践
的
学
習
を
普
及
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

市
内
に
ニ
ー
ト
の
若
者
が

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。
あ
る

い
は
、
高
校
中
退
を
し
た
子
供

た
ち
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

ま
た
市
と
し
て
就
労
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

（
産
業
経
済
部
長
）　

国
勢
調
査

で
の
雇
用
者
の
労
働
状
態
に
よ

る
と
、
非
労
働
力
人
口
・
そ
の

他
の
人
数
は
、
十
五
〜
十
九
才

が
百
八
人
、
二
十
〜
二
十
四
才

が
百
二
十
一
人
、
二
十
五
〜
二

十
九
才
が
百
三
人
、
合
計
三
百

三
十
二
人
で
す
が
、
こ
の
中
に

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
の
対
策
を
協
議
し
、
迅
速
か

つ
的
確
な
現
場
対
応
の
指
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
対
し
て
は
、
市
内
で

震
度
四
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た

場
合
、
防
災
担
当
者
が
被
害
状

況
の
情
報
収
集
に
当
た
り
ま
す
。

市
内
で
震
度
五
弱
が
観
測
さ
れ

た
場
合
は
、
職
員
の
四
分
の
一

が
登
庁
し
、
被
害
状
況
に
応
じ

て
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
対

応
し
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
波
崎
地
域
を
包
括
し
た

神
栖
市
地
域
防
災
計
画
を
作
成

中
で
す
。

は
病
気
な
ど
で
仕
事
を
で
き
な

か
っ
た
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
す
べ
て
が
ニ
ー
ト
と
い

う
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
神
栖
市
内
の
高
校
（
神
栖

高
校
、
波
崎
柳
川
高
校
、
波
崎

高
校
）
の
過
去
三
カ
年
の
中
退

者
の
人
数
は
、
平
成
十
五
年
度

五
十
四
人
、
平
成
十
六
年
度
七

十
三
人
、
平
成
十
七
年
度
五
十

六
人
、
計
百
八
十
三
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ニ
ー
ト
対
策
は
、

国
・
県
・
市
の
各
行
政
と
関
係

機
関
の
連
携
に
よ
る
、
総
合
的
、

広
域
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

災
害
時
に
、
市
と
し
て
の

住
民
に
対
し
て
の
対
応
を
具
体

的
に
伺
い
た
い
。

（
生
活
環
境
部
長
）　

台
風
や
集

中
豪
雨
等
は
気
象
情
報
に
よ
り

事
前
に
想
定
が
で
き
ま
す
の
で
、

防
犯
担
当
部
長
を
中
心
に
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
関
係

課
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
分
掌
に

応
じ
た
情
報
収
集
を
行
い
、
被

  

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
、

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
る
訓
練
と

し
て
、
学
校
の
授
業
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
、

人
と
の
つ
き
合
い
方
の
授
業
を

取
り
入
ら
れ
な
い
か
伺
い
た
い
。

（
教
育
長
）　

市
内
に
お
い
て
、

全
市
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
級
活
動
の
時
間
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
役
割
演

技
を
通
し
て
、
自
分
の
認
識
や

行
動
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
、
集
団
の
中
で
触
れ
合
い
、

自
己
発
見
、
他
者
理
解
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
行
動
の
変
容
と

人
間
的
成
長
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

い

じ

め

の

問

題

に

つ

い

て　
　
　

ニ

ー

ト

の

問

題

に

つ

い

て　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
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金
収
支
計
算
書
、
純
資
産
変
動

計
算
書
の
四
表
の
整
備
を
標
準

形
と
し
て
、
整
備
を
求
め
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
十

九
年
度
中
の
公
表
に
向
け
て
準

備
中
で
す
。

  
疫
学
調
査
に
よ
る
と
、
歯

周
病
の
妊
婦
は
そ
う
で
な
い
妊

婦
に
比
べ
、
約
五
倍
も
早
産
に

な
り
や
す
い
と
の
報
告
が
あ
る
。

早
期
発
見
の
た
め
、
妊
婦
の
歯

科
検
診
の
重
要
性
は
高
い
も
の

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　

妊
婦
歯

科
検
診
に
つ
い
て
は
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

治
療
が
必
要
な
場
合
に
は
マ
ル

福
制
度
の
活
用
を
し
て
治
療
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

人
は
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾

患
の
発
祥
が
二
・
五
倍
も
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

が
、
市
民
検
診
の
一
つ
で
あ
る

基
本
健
康
診
査
に
お
い
て
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
診
断
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　

メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
郡
に
つ
い
て
は
医

療
費
適
正
化
の
た
め
の
生
活
習

慣
病
対
策
と
し
て
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
者
に
対
し
、

検
診
や
保
健
指
導
の
体
制
づ
く

り
、
基
盤
整
備
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
診
を
重
点
と
し
て
市
民
の
健

康
管
理
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

妊
婦
の
歯
科
検
診
の

導
入
に
つ
い
て　
　

  

総
務
省
で
は
新
た
な
会
計

制
度
を
求
め
て
い
く
考
え
の
よ

う
だ
が
、
当
市
の
会
計
シ
ス
テ

ム
の
問
題
点
と
、
新
た
な
会
計

制
度
内
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺

う
。

（
企
画
部
長
）　

現
在
、
地
方
公

共
団
体
の
会
計
処
理
は
地
方
自

治
法
の
定
め
に
よ
り
、
年
間
の

歳
入
と
歳
出
の
現
金
の
動
き
を

記
録
す
る
方
法
で
あ
る
単
式
簿

記
・
現
金
主
義
会
計
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は

単
年
度
の
現
金
収
支
を
管
理
す

る
も
の
の
資
産
や
負
債
等
の
ス

ト
ッ
ク
情
報
が
把
握
し
づ
ら
い

と
い
う
問
題
点
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
平
成
十
八
年
五
月

よ
り
、
総
務
省
で
は
貸
借
対
照

表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
資 長谷川 治吉 議員

  

本
市
に
お
け
る
学
校
建
物

の
耐
震
化
優
先
度
調
査
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
改
修
事
業
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

（
教
育
次
長
）　

耐
力
度
調
査
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に

神
栖
第
三
中
学
校
一
棟
、
波
崎

第
一
中
学
校
一
棟
、
波
崎
西
小

学
校
一
棟
、
須
田
小
学
校
一
棟
、

平
成
十
八
年
度
に
神
栖
第
二
中

学
校
一
棟
の
計
五
棟
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
残
り
の
六
十
三

棟
に
つ
い
て
は
、
ど
の
学
校
施

設
か
ら
施
設
改
修
を
実
施
す
べ

き
か
を
簡
易
に
判
定
で
き
る
耐

震
化
優
先
度
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

  

耐
震
改
修
、
耐
震
診
断
は

地
震
防
災
の
減
災
対
策
の
要
で

あ
り
、
茨
城
県
で
は
二
十
一
市

町
村
が
耐
震
診
断
に
対
す
る
補

助
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

（
都
市
整
備
部
長
）　

住
宅
の
耐

震
改
修
や
耐
震
診
断
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
上
の

安
全
の
観
点
か
ら
、
国
の
基
本

的
な
方
針
や
県
の
耐
震
改
修
促

進
計
画
等
の
内
容
を
勘
案
し
、

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
中
で
総

合
的
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
民
健
康
診
査
へ
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
診
断

の
導
入
に
つ
い
て　

学
校
の
耐
震
診
断
と

改
修
計
画
に
つ
い
て

会
計
制
度
に
つ
い
て

一
戸
建
住
宅
の
耐
震

改
修
と
耐
震
補
助

制
度
に
つ
い
て 
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平
成
十
八
年
十
一
月
末
現

在
で
の
収
納
額
と
収
納
率
、
そ

し
て
、
最
終
的
な
収
納
見
込
み

を
伺
い
た
い
。

（
総
務
部
長
）　

平
成
十
八
年
度

十
一
月
末
現
在
の
市
税
収
納
状

況
は
、
調
停
済
額
二
百
三
十
四

億
六
千
三
百
九
十
一
万
円
に
対

し
、
収
納
済
額
百
五
十
八
億
七

百
八
十
九
万
円
余
り
で
あ
り
、

収
納
率
は
六
十
七
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
最
終
調
停

額
は
二
百
三
十
七
億
一
千
六
百

二
十
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

収
納
額
を
二
百
十
五
億
三
千
四

百
二
十
五
万
円
、
収
納
率
は
九

十
・
八
％
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

個
人
市
民
税
収
納
率
向
上

の
た
め
に
、
今
ま
で
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
、
ど
う
い
う
対
策

を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

（
総
務
部
長
）　

特
別
徴
収
を
し

て
い
な
か
っ
た
事
業
所
に
対
し
、

市
・
県
民
税
特
別
徴
収
制
度
へ

の
移
行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
後
、
四
百
二
十
二

社
、
対
象
従
業
員
数
一
千
四
百

三
十
四
人
が
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
協
力
す
る
旨
の
回
答
を

得
、
現
在
、
そ
の
手
続
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

納
税
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
手
続
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
税
の
収
納
状
況
と

収
納
見
込
み
に
つ
い
て

  

予
算
規
模
は
ど
の
程
度
か
。

主
な
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
伺
い
た
い
。

（
市
長
）　

予
算
の
規
模
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
八
年
度
当
初
予

算
額
を
あ
る
程
度
上
回
る
見
込

み
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
十
九
年
度
の
主
な

施
策
に
つ
い
て
は
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
初
め
と
す
る

七
つ
の
施
策
を
引
き
続
き
実
施

し
、
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
の

中
心
的
役
割
を
担
う
都
市
・
躍

進
す
る
神
栖
市
の
実
現
に
邁
進

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

柳 堀　弘 議員

  

十
月
六
日
と
十
月
二
十
四

日
の
二
度
に
わ
た
る
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
当
市
内
で
の
よ
う
な

被
害
が
発
生
し
た
の
か
伺
い
た

い
。

（
生
活
環
境
部
長
）　

十
月
六
日

の
被
害
状
況
は
、
道
路
被
害
と

し
て
、
損
壊
十
三
カ
所
、
冠
水

十
カ
所
、
倒
木
八
カ
所
、
飛
来

物
三
カ
所
、
住
家
被
害
と
し
て

は
床
下
浸
水
二
十
三
戸
、
屋
根

の
め
く
れ
三
戸
、
農
業
被
害
は

ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
の
め
く
れ

十
棟
、
ハ
ウ
ス
の
足
折
れ
三
棟
、

ハ
ウ
ス
の
冠
水
三
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
に
、
十
月
二
十
四

日
の
被
害
状
況
は
、
道
路
被
害

と
し
て
損
壊
二
カ
所
、
冠
水
十

九
カ
所
、
住
家
被
害
と
し
て
は

床
上
浸
水
五
棟
、
床
下
浸
水
五

棟
、
農
業
被
害
と
し
て
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
冠
水
二
十
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

常
陸
利
根
川
沿
線
の
排
水

に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
で
強
制

排
水
を
す
る
体
制
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
集
中
豪
雨
で

の
排
水
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

（
生
活
環
境
部
長
）　

今
回
の
集

中
豪
雨
の
対
策
に
い
て
は
、
十

月
六
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
の

五
日
間
は
十
三
地
区
の
排
水
機

場
を
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
五
日
の
二
日
間
は
六
地
区
の

排
水
機
場
を
運
転
し
排
水
を
し

ま
し
た
。
各
地
区
の
機
場
の
運

転
に
つ
い
て
は
機
場
管
理
者
に

依
頼
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
排
水

機
場
の
運
転
を
し
て
排
水
を
行

い
、
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
六
日
の

災
害
に
対
し
て
は
、
行
政
区
長

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
賀
地

域
へ
水
中
ポ
ン
プ
四
基
、
石
神

地
域
へ
一
基
、
太
田
地
域
へ
一

基
を
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
た
。
二
十
四
日
の
災
害
時
に

は
沿
岸
地
域
で
の
水
中
ポ
ン
プ

の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個

人

市

民

税

の

収
納
率
向
上
対
策

に
つ
い
て　
　
　
　

来

年

度

の

予

算

編

成

に

つ

い

て

雨

水

排

水

対

策

に

つ

い

て　
　
　

常
陸
利
根
川
沿
線

の
排
水
に
つ
い
て
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十
月
六
日
の
パ
ナ
マ
船
籍
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
テ
ッ
プ
号
の

事
故
に
つ
い
て
、
災
害
対
策
本

部
の
設
置
か
ら
解
散
に
至
る
ま

で
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

（
生
活
環
境
部
長
）　

十
月
七
日

午
前
一
時
三
十
分
に
、
パ
ナ
マ

船
籍
座
礁
に
よ
り
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
協
力
を
得
て
行
方

不
明
者
の
捜
索
を
行
う
こ
と
、

漂
着
油
や
油
性
ご
み
の
回
収
は

鹿
島
海
上
保
安
署
の
指
示
、
指

導
を
仰
ぎ
、
市
及
び
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
動
員
に
つ
い
て
の

進
め
方
な
ど
の
決
定
を
し
ま
し

た
。

　

燃
料
油
の
抜
き
取
り
作
業
は

荒
天
が
続
い
た
た
め
難
航
し
ま

し
た
が
、
十
一
月
二
十
六
日
に

燃
料
油
の
抜
き
取
り
作
業
が
終

了
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
こ

れ
に
よ
り
、
海
岸
に
新
た
な
油

や
油
性
ご
み
の
顕
著
な
漂
着
は

な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
乗

組
員
行
方
不
明
者
残
り
二
名

に
つ
い
て
も
、
事
故
か
ら
約
二

カ
月
間
が
経
過
し
、
生
存
の
可

能
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
な
ど

を
勘
案
し
、
十
一
月
三
十
日
を

も
っ
て
災
害
対
策
本
部
解
散
の

判
断
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

  

流
出
し
た
重
油
に
よ
り
漁

業
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
策

を
神
栖
市
独
自
で
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

（
市
長
）　

事
故
に
よ
り
休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
沿
岸
漁
業
者

に
対
し
て
の
緊
急
支
援
策
と
し

て
、
茨
城
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
緊
急
漁
業
経
営
対
策
資
金
利

子
助
成
の
支
援
対
策
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
座
礁
船
海
域
の
操

業
自
粛
が
長
期
化
し
、
経
営
安

定
の
た
め
の
資
金
の
借
り
入
れ

が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、

市
独
自
の
支
援
策
が
速
や
か
に

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

  

現
在
、
神
之
池
公
園
は
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
花
見
、
花
火
大
会
な

ど
と
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
神
之
池
の
水
質

改
善
も
含
め
た
公
園
整
備
に
つ

い
て
の
進
め
方
を
伺
い
た
い
。

（
市
長
）　

神
之
池
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
く
、
水
に
親
し
み
人
々

が
集
ま
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
市
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
、
将
来
の
神
之
池
を
市
民
と

行
政
が
協
働
で
考
え
、
そ
れ
を

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

神
之
池
周
辺
の
国
有
地
に

つ
い
て
、
平
成
十
九
年
三
月
ま

で
に
国
か
ら
の
払
い
下
げ
と
無

償
貸
付
を
受
け
、
緑
地
公
園
と

し
て
整
備
を
進
め
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
国
有
地
も
含
め
て
の

整
備
な
の
か
伺
い
た
い
。

（
都
市
整
備
部
長
）　

平
成
十
八

年
十
一
月
二
十
一
日
に
国
有
財

産
関
東
地
方
審
議
会
に
お
い
て
、

神
栖
市
奥
野
谷
に
所
在
す
る
国

有
地
を
神
栖
市
に
都
市
公
園
敷

地
と
し
て
二
万
一
千
三
百
十
七

平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
無
償
貸

付
三
分
の
一
、
残
り
の
三
分
の

二
を
時
価
売
り
払
い
す
る
こ
と

を
適
当
と
認
め
る
答
申
が
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
平
成
十
八
年
度

中
に
取
得
す
る
予
定
で
す
。
国

有
地
も
含
め
て
の
整
備
と
な
り

ま
す
。

  

個
人
市
民
税
の
収
納
率
が

県
下
ワ
ー
ス
ト
１
の
た
め
、
平

成
十
八
年
七
月
三
日
に
市
税
滞

納
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
を

し
ま
し
た
が
、
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
の
収
納
率
向
上
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

（
企
画
部
長
）　

収
納
向
上
対
策

に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
電
話
に

よ
る
催
告
を
初
め
督
促
状
、
あ

る
い
は
個
別
訪
問
等
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
ま
す
。
未
納
と

な
っ
て
い
ま
す
要
因
等
の
分
析

を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効

か
つ
適
切
な
の
か
を
見
き
わ
め
、

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
納
率
向
上
対
策

に
つ
い
て 　
　
　

五十嵐 清美 議員

座
礁
事
故
の
経
過

に
つ
い
て　
　
　

神
之
池
公
園
整
備

に
つ
い
て 　
　
　

神之池緑地
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〔
議
案
第
三
号
〕

  

神
栖
市
男
女
共
同
参
画
条

例
が
制
定
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

  

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
第
九
条
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
策
定
す

る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
、

事
業
者
、
市
そ
れ
ぞ
れ
に
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

  

他
の
自
治
体
で
の
男
女
共

同
参
画
条
例
の
制
定
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

  

県
内
四
十
四
市
町
村
の
制

定
状
況
は
条
例
の
み
の
制
定
は

二
市
町
、
条
例
と
基
本
計
画
の

両
方
を
制
定
し
て
い
る
の
は
八

市
町
で
す
。

〔
議
案
第
五
号
〕

  

市
独
自
の
神
福
医
療
福
祉

の
請
求
に
つ
い
て
、
受
給
者
の

利
便
性
を
図
る
う
え
か
ら
現
物

給
付
に
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

  

現
在
の
償
還
給
付
の
方
法

か
ら
現
物
給
付
の
方
法
に
変
更

す
る
場
合
、
県
内
の
医
師
会
や

医
療
機
関
等
の
協
力
が
必
要
と

な
り
、
ま
た
、
請
求
用
紙
一
件

に
つ
き
二
百
五
十
円
の
事
務
手

数
料
が
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
五
歳
未
満
か
ら

小
学
生
ま
で
に
、
ま
た
、
本
年

四
月
に
は
義
務
教
育
終
了
の
中

学
生
ま
で
の
年
齢
を
拡
大
し
た

こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
費
用
額
、

医
師
会
等
の
協
力
を
含
め
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

平
泉
調
整
池
整
備
工
事
費

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

  

大
雨
、
強
風
の
時
に
調
整

池
か
ら
の
水
し
ぶ
き
が
隣
地
の

民
家
に
か
か
る
こ
と
か
ら
、
調

整
池
の
堤
の
か
さ
上
げ
を
す
る

工
事
費
で
す
。

  

学
校
評
議
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

違
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

  

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
学
校
評
議
員
制

度
が
取
り
入
ら
れ
、
学
校
評
議

員
は
、
学
校
の
運
営
等
に
つ
い

て
学
校
長
に
意
見
具
申
し
、
選

任
に
つ
い
て
は
、
学
校
長
が
地

域
か
ら
推
薦
し
教
育
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
保
護
者
が
つ
く
る
組
織
で
学

校
事
業
等
へ
の
協
力
は
じ
め
自

主
活
動
、
自
主
運
営
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。

  

い
ば
ら
き
の
園
芸
産
地
改

革
支
援
事
業
補
助
金
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

〔
議
案
第
六
号
〕

  

歳
入
で
（
県
支
出
金
）
財

政
健
全
化
対
策
補
助
金
の
二
百

万
円
減
額
の
理
由
と
、
今
後
の

見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

  

県
よ
り
平
成
十
八
年
四
月

に
、
財
政
健
全
化
対
策
補
助
金

の
廃
止
の
通
知
が
あ
り
、
市
の

予
算
成
立
後
で
あ
っ
た
た
め
、

今
回
減
額
補
正
を
行
う
も
の
で
、

財
源
と
し
て
繰
越
金
を
充
当
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
減
額
に
よ

る
国
保
財
政
へ
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
議
案
第
７
号
〕

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

  

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護

予
防
事
業
、
包
括
的
支
援
事
業
、

介
護
予
防
事
業
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
特

定
高
齢
者
を
対
象
に
、
運
動
機

能
の
向
上
と
し
て
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
、
転
倒
予
防

教
室
、
栄
養
相
談
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
包
括

的
支
援
事
業
は
、
総
合
相
談
事

業
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
議
案
第
八
号
〕

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
県
内
の
全
市
町
村
に
加

入
義
務
が
あ
る
の
か
伺
う
。

  

（
七
十
五
歳
以
上
の
）
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
で
、
国
は
地
方
関
係
団
体

の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
政

策
的
な
必
要
か
ら
県
内
全
市
町

村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
を
設

立
す
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
い
て
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
財
政

運
営
の
広
域
化
及
び
安
定
化
を

図
る
た
め
に
は
、
全
市
町
村
の

加
入
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
四
件
の
議
案
が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
終
日
の
本
会
議
に

お
い
て
各
委
員
長
か
ら
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

▢
総
務
企
画
委
員
会

　
　

 

（
田
中 

三
郎 

委
員
長
）

▢
健
康
福
祉
委
員
会

　
　

 

（
伊
藤  

大 

委
員
長
）

  

茨
城
県
の
補
助
事
業
で
、

大
型
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
溶
液
土
耕

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
施
設
整
備
す

る
農
協
、
営
農
集
団
を
対
象
に
、

県
三
分
の
一
、
市
六
分
の
一
の

補
助
率
で
補
助
を
す
る
も
の
で

す
。
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加
入
者
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
利
点
が
あ
る
の
か
伺
う
。

  
医
療
給
付
内
容
は
、
基
本

的
に
は
現
行
制
度
と
同
様
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
町
村

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
広
域
化

に
よ
り
財
政
基
盤
が
安
定
し
ま

す
。

  

保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
伺
う
。

  

個
人
単
位
の
賦
課
・
徴
収

と
な
り
、
県
均
一
の
保
険
料
と

な
り
ま
す
。
国
に
よ
る
保
険
料

の
試
算
で
は
、
全
国
平
均
月
額

六
千
二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
低
所
得
者
へ
は
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　平成１９年１月２６日，神栖市立軽野東小学校

第３学年の社会科校外学習実施計画の一環で，

神栖市役所議会を訪れました。左の写真は議場

見学の様子です。

　児童達が見慣れない議場をキョロキョロ見回

しているのが印象的でした。

　議会の概要の説明を終えると，積極的に質問

が出ていました。短い時間でしたが良い社会科

見学になったと思います。

請願・陳情
　市政について意見・要望があるときは，市議会に請願書や陳情書を提出することができます。

提出される場合は，下記の記載例を参考にしてください。

●請願書・陳情書には日本語を用いて件

名，請願・陳情の要旨，提出年月日，

住所，氏名（法人の場合にはその名称

及び代表者の氏名），押印のうえ，神

栖市議会議長宛に提出してください。

●請願書には紹介議員の記名・押印が必要

になりますが，陳情書には紹介議員は必

要ありません。

神栖市議会議長様
　　　　　  平成○年○月○日

○○に関する請願（陳情）書

請願（陳情）者 住所 ○○○○ 

   氏名 ○○○○㊞

紹介議員    

神栖市議会議員 氏名 ○○○○㊞ 

請願（陳情）の趣旨

軽野東小学校の児童が議会を見学軽野東小学校の児童が議会を見学
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委員会が先進地視察調査を実施委員会が先進地視察調査を実施

道の駅を調査＝都市産業委員会　　

　都市産業委員会は，平成１８年１１月９日から１０日の日

程で，福島県二本松市の道の駅「ふくしま東和」の設立

状況と経営状態についての調査のため視察を行いました。

　当該施設は，地域の特性を生かした農産物の付加価値

を高めるため，加工施設の整備を図り，農業経営の安定

化と農家所得の向上を目指し，農業と自然環境を生かし

た都市と農村の交流を深め，活力と生きがいのある農村

地域づくりを進める目的で設置されたものです。

　施設については，県が整備した駐車場，公衆トイレ，

案内標識，情報掲示板の他に地元特産品の展示販売や

陶芸・木工・フラワーアレンジ体験コーナー，活性化

センター等があり，地域農業の振興はもちろんのこと，

地域住民と都市住民との交流の場としても有効活用さ

れています。

デマンド交通システムについて調査 ＝ 健康福祉委員会

  健康福祉委員会は，１０月１８日から１９日の日程で，

福島県伊達市の「デマンド交通システム」について

の調査のため視察を行いました。

　同市は５町が今年１月に合併しました。その中で

保原町商工会において，平成１４年度の実証実験につ

づき，１５年度からデマンド交通システムを実施して

います。高齢者や子供等のいわゆる交通弱者と呼ば

れる方々に対する生活交通の確保・充実策としの毎

年利用者が伸びている状況の説明をうけ，指令セン

ター施設も視察しました。

　神栖市でも，循環バスに代わるものとして，導入

に向け検討しています。

教育行政について調査＝教育環境委員会

　教育環境委員会は，１０月１７日から１８日の日程で，神

奈川県湯河原町における国際交流支援事業についてと，ワ

ンワンパトロールについての調査のため視察を行いました。

　湯河原町では国際交流推進事業助成制度を設け，民間レ

ベルの国際交流活動，国際理解活動などの一層の促進を図

るため，国際交流事業を支援しています。各国の留学生や

研修生を招き，ホームスティ交流を行っています。オース

トラリヤ，ポートスティーブンス市や大韓民国，忠州市と

姉妹都市交流も行っています。ワンワンパトロールについ

ては住民からの提案により，町内の犬を飼育（登録）され

ている方から隊員を募集し，犬の散歩中に周囲の安全確認

や，子どもたちの登下校時間に子どもたちの登下校時にお

ける安全確保を目的とし，隊員には腕章（飼い主用）リー

ド（飼い犬用）小物入れ（飼い犬用）安全ガイドブック等

の防犯用具を貸与しています。
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有効な土地利用の調査＝

土研跡地土地利用推進検討特別委員会先進地視察

　土研跡地土地利用推進検討特別委員会では，平成

１８年９月２８日・２９日の２日間にわたり，今後の

土研跡地土地利用の推進を図るための参考とするた

め，全国の先駆けとして整備された千葉県市川市の

大洲防災公園及び神奈川県平塚市総合公園の整備の

概要や利用状況等について視察調査を実施しました。

　市川市大洲防災公園は住宅密集地域にあった工場

移転跡地２.８ha を市が買い受けて防災公園として整

備を図ったものです。

　また，平塚市総合公園は旧農林省園芸試験所跡地

（国有地）３０.３ha を国から譲渡を受けて総合公園と

して整備を図ったものです。

より円滑な議会運営を調査＝議会運営委員会

　議会運営委員会は，平成１８年１０月２６日に，長野県
諏訪市における議会運営についての視察を行いました。
　諏訪市は，諏訪湖や霧ケ峰高原，豊富な温泉といっ
た天与の自然資源や，諏訪大社をはじめとする歴史や
伝統文化遺産に恵まれ，また乾湿な気候等から精密工
業が盛んで，地域の中核都市として発展をしています。
　市議会は，議員定数「３０人」から条例定数「２３人」
をもって構成されていますが，地方分権一括法の流れ
の中，合併がご破算となったことなどにより，行政改
革の一環として「議会改革特別委員会」の設置を行い，
議員定数の見直しなどの「２７項目」にわたり集約を行っ
た結果，議員定数については，次の選挙から「１５人」
と改正されました。
　視察した一行は，議会の概要，先例及び活動状況，
並びに，議会改革検討要旨などについて，説明を受け
意見交換を行ってまいりました。

　市議会はどなたでも傍聴できます。議会では皆さんの生活に関わる重要な問題が審議され

ています。是非一度、議会を傍聴してはいかがでしょうか。

　傍聴の受付は午前８時３０分から午前９時３０分までとし、希望者が定員の３８名を超えた

場合には抽選となります。最終日の開会が午後２時となる場合、受付は午後零時３０分から

午後１時３０分とし，定員を超えた場合には，抽選となります。

　　受付場所：神栖市役所５階傍聴席入り口

　次回の議会予定は最終ページ「市議会のうごき」に掲載されています。ご参考願います。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内



( 平成１８年 )12月 ( 平成１９年 )１月 ２月

 4 日 議会運営委員会

 13 日 第４回議会定例会開会

 13 日 議員協議会

 14 日 
一般質問 15 日

 18 日 議案質議
  土研跡地土地利用推進検討特別
  委員会

 19 日 各常任委員会（総務企画・健康
  福祉・教育環境・都市産業）

 21 日 議会運営委員会

 21 日 第４回議会定例会閉会

 21 日 鹿行広域事務組合議会（鉾田市）

 5 日 新年賀詞交歓会

 7 日 成人式典

 10 日 消防出初式

 23 日 茨城県市議会議長会定例会

 24 日 （筑西市）

 29 日 総務企画委員会視察

 30 日 （小田原市）

 1 日 茨城県北鹿行市議会議長会
 2 日 研修視察（宇都宮市）

 6 日 神栖市議会だより編集委員会

 7 日 神栖市波崎商工会館竣工式

 16 日 議員協議会（保健・福祉会館）

 19 日 議会招集告示（予定）

 20 日 鹿島地方事務組合議会（予定）

 21 日 鹿行議長協議会（鉾田市）（予定）

 22 日 神栖市表彰式（予定）

 23 日 議会運営委員会（予定）

 27 日 鹿行広域事務組合議会（鉾田市）
  （予定）
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「
神
栖
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」

　
　

委

員

長　

五
十
嵐　

清
美

　
　

副
委
員
長　

鈴 

木　

康 

弘

　
　

委　
　

員　

山 

本　
　

 

守

　
　
　

〃 

　
　

山 

本　

清 

吾

　
　
　

〃 

　
　

小 

山　

茂 

雄

　
　
　

〃 

　
　

関 

口　

正 

司

　
　
　

〃 

　
　

田 

向　

英 

雄

　
　
　

〃 

　
　

三 

好　
　

 

忠

　
　
　

〃 

　
　

泉  　

純
一
郎

　
　
　

〃 

　
　

額 

賀　

成 

一

　
　
　

〃 

　
　

塚 

本　
　

 

茂

　

今
回
は
平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会
の

内
容
を
中
心
と
し
た
「
か
み
す
市
議
会
だ

よ
り
」
第
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の

議
会
だ
よ
り
は
議
会
の
概
要
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

編
集
委
員
会
で
は
、
議
会
や
本
紙
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
希
望
な
ど
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

〒
314‒

0192　  

　

神
栖
市
溝
口
四
九
九
一―

五

　
　

神
栖
市
議
会
事
務
局

　
　

電
話 

０
２
９
９‒

９
０‒

１
１
７
２

（
直
通
）

市議会のうごき市議会のうごき
（平成１８年１２月～１９年３月）

編

集

後

記

次回の３月議会予定

　左の予定表は平成１９年

第１回定例会（３月）の議

会予定です。

　変更になる場合がありま

すので議会の傍聴を希望さ

れる方は事前に事務局にご

確認ください。

神栖市議会事務局
☎ 0299-90-1172（直通）

期　日 曜　日 議会日程（案）

6日 (火) 本 会 議 （開会・提案理由）

7～8日 (水)～(木) 本 会 議 （一般質問）

9日 (金) 本 会 議 ( 議案質疑 )

10～11日 (土)～(日) 休 会 休日

12日 (月) 本 会 議 ( 議案質疑 )

13～14日 (火)～(水) 休 会 ( 常任委員会 )

15～16日 (木)～(金） 休 会 ( 予算特別委員会 )

17～18日 (土)～(日) 休 会 休日

19～20日 (月)～(火) 休 会 ( 議事整理 )

21日 (水) 休 会 休日（春分の日）

22日 （木） 休 会 ( 議事整理 )

23日 (金) 本 会 議 （委員長報告・採決・閉会）

お 知 ら せ


